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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　エチレン酢酸ビニル共重合体及びＮ，Ｎ'-エチレンビス－オレイン酸アミドからなる組
成物で封入された電子部品を含む電子デバイスであって、
　Ｎ，Ｎ'-エチレンビス－オレイン酸アミドは、組成物の重量に基づいて百万重量部当た
り１５０重量部（ｐｐｍ）以上５００重量部（ｐｐｍ）未満で組成物中に存在し、
　エチレン酢酸ビニル共重合体は、エチレン酢酸ビニル共重合体の全重量に基づいて１８
～５５重量％の酢酸ビニルを含み、
　電気デバイスは、太陽電池モジュールであり、
　電気部品は、太陽電池を含む、
　電子デバイス。
【請求項２】
　エチレン酢酸ビニル共重合体、及び組成物の重量に基づいて百万重量部当たり１５０重
量部（ｐｐｍ）以上５００重量部（ｐｐｍ）未満のＮ，Ｎ'-エチレンビス－オレイン酸ア
ミドからなる組成物であって、
　エチレン酢酸ビニル共重合体は、エチレン酢酸ビニル共重合体の全重量に基づいて１８
～５５重量％の酢酸ビニルを含む、
　太陽光電池を封入するための組成物。
【請求項３】
　透明ガラスまたは他の硬質透明材料の少なくとも１つの層と、
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　エチレン酢酸ビニル共重合体、及び組成物の重量に基づいて百万重量部当たり１５０重
量部（ｐｐｍ）以上５００重量部（ｐｐｍ）未満のＮ，Ｎ'-エチレンビス－オレイン酸ア
ミドからなる組成物であって、エチレン酢酸ビニル共重合体は、エチレン酢酸ビニル共重
合体の全重量に基づいて１８～５５重量％の酢酸ビニルを含む透明な組成物の少なくとも
１つの層とを含む透明ラミネート。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
関連出願の相互参照
　本出願は、参照により本明細書に援用される、２００６年３月２１日出願の米国特許出
願第１１／３８６，１４３号の優先権を主張するものである。
【０００２】
　本発明は、太陽電池モジュール、および太陽光電池を中に封入するためのエチレン共重
合体封入剤の使用に関する。
【背景技術】
【０００３】
　電子部品はしばしば保護のために封入される。例えば、太陽電池モジュール（ソーラー
パネルまたはモジュールとしても知られる）は典型的には、湿気および衝撃からの保護の
ために水密モジュールへ封入された太陽光電池（すなわち、半導体）を含む。多くのモジ
ュールの主な構成要素は、ガラスグレイジングと、架橋エチレン共重合体封入剤と、シリ
コンウェーハおよび関連配線と、保護バックシートとである。薄膜表面層を含有する可撓
性モジュールはまた入手可能であり、フルオロポリマーフィルム、例えばテドラー（Ｔｅ
ｄｌａｒ）（登録商標）およびテフゼル（Ｔｅｆｚｅｌ）（登録商標）フィルム（デュポ
ン（ＤｕＰｏｎｔ））、または二軸延伸ポリエステル（例えば、ポリ（エチレンテレフタ
レート））フィルムなどの、薄い透明ポリマーフィルムと、架橋エチレン共重合体封入剤
と、シリコンウェーハおよび関連配線と、可撓性保護バックシートとを含む。デラウェア
州ウィルミントンのイー・アイ・デュポン・ドゥ・ヌムール・アンド・カンパニー（Ｅ．
Ｉ．ｄｕ　Ｐｏｎｔ　ｄｅ　Ｎｅｍｏｕｒｓ　ａｎｄ　Ｃｏｍｐａｎｙ、Ｗｉｌｍｉｎｇ
ｔｏｎ，ＤＥ）（デュポン）からエルバックス（ＥＬＶＡＸ）（登録商標）として入手可
能な、エチレン－酢酸ビニル（ＥＶＡ）は、太陽光電池を封入するために使用されるエチ
レン共重合体の一例であり、それが優れた光学的品質を有し、加工するのが容易であり、
かつ、熱および機械的安定性をはじめとする優れた物理的特性を有するので普通に選択さ
れる。例えば、米国特許第４，４９９，６５８号明細書、同第５，３８０，３７１号明細
書、同第６，０９３，７５７号明細書、および欧州特許第１　１６４　１６７号明細書を
参照されたい。当業者は、次の特性：高い透明性、良好な耐候性、高い熱安定性、および
比較的低い弾性率で高い機械的強度を有する封入用のＥＶＡを所有することを望むであろ
う。
【発明の開示】
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　本発明は、百万重量部当たり約１５０～約１，０００重量部（ｐｐｍ）の脂肪酸アミド
のエチレン共重合体とブレンドされた架橋エチレン共重合体を含む組成物で封入された電
子部品を含む電子デバイスに関する。
【０００５】
　好ましくは電子デバイスは、電子部品が光電池（例えば、光起電性シリコンウェーハ）
を含む太陽光電池モジュールである。
【０００６】
　好ましくは太陽光電池モジュールは、ガラスグレイジングと、本組成物で封入されたシ
リコンウェーハおよび関連配線と、保護バックシートとを含む。
【０００７】



(3) JP 5253373 B2 2013.7.31

10

20

30

40

50

　別の好ましい実施形態は、薄い透明な可撓性ポリマーフィルムと、本組成物で封入され
た光電池（例えば、シリコンウェーハ）および関連配線と、可撓性保護バックシートとを
含む、可撓性太陽光電池モジュールに関する。
【０００８】
　好ましくは電子デバイスは、電子部品が、透明カバー層、透明層の反対側上のバックシ
ート、透明カバー層とバックシートとの間に配置され、かつそれぞれ本組成物を含む第１
および第２シート、ならびに第１支持シートと第２支持シートとの間に配置された電気的
に相互接続された光電池のアレイを含むラミネートから製造された光電池を含む太陽光電
池モジュールである。
【０００９】
　本発明はまた、百万重量部当たり約１５０～５００重量部（ｐｐｍ）未満の脂肪酸アミ
ドのエチレン共重合体とブレンドされたエチレン共重合体を含む組成物に関する。好まし
くは本組成物は透明な組成物である。好ましくは本組成物は４９０ｐｐｍ以下、最も好ま
しくは４５０ｐｐｍ以下の脂肪酸アミドを含有する。好ましくは本組成物は少なくとも約
２００ｐｐｍの脂肪酸アミドを含有する。
【００１０】
　本発明は、透明硬質または可撓性シート、好ましくはガラスまたはハードコート、最も
好ましくはガラスの少なくとも１つの層と、百万重量部当たり約１５０～約１，０００重
量部（ｐｐｍ）の脂肪酸アミドのエチレン共重合体とブレンドされたエチレン共重合体を
含む透明な組成物の少なくとも１つの層とを含む透明ラミネートにさらに関する。好まし
くは本組成物は透明な組成物である。
【００１１】
　好ましくは本組成物は透明な組成物である。好ましくは本組成物は、５００ｐｐｍ未満
、より好ましくは４９０ｐｐｍ以下、最も好ましくは４５０ｐｐｍ以下の脂肪酸アミドを
含有する。
【００１２】
　好ましくは本組成物は、少なくとも約２００ｐｐｍの脂肪酸アミドを含有する。
【００１３】
　脂肪酸アミドは好ましくは、オレフィン系ビスオレイン酸アミド、エルカ酸アミド、ス
テアリン酸アミド、ベヘン酸アミド、オレイン酸アミド、およびそれらの混合物からなる
群から、より好ましくはオレフィン系ビスオレイン酸アミドおよびそれらの混合物からな
る群から選択される。さらにより好ましくは脂肪酸アミドは、Ｎ，Ｎ’－エチレンビスオ
レイン酸アミド、Ｎ，Ｎ’－エチレンビスエルカ酸アミド、Ｎ，Ｎ’－ジオレイルアジピ
ン酸アミド、Ｎ，Ｎ’－ジエルシル（ｄｉｅｒｕｃｙｌ）アジピン酸アミド、およびそれ
らの混合物からなる群から選択される。
【００１４】
　好ましくは本組成物は、約２０以下のヘイズ値を有する。
【００１５】
　好ましくは本組成物は、少なくとも約２５℃の粘着温度を有する。
【００１６】
　好ましくは本組成物は、脂肪酸アミドなしで調製された同じ組成物より１０％未満高い
ヘイズ値を有する。
【００１７】
　好ましい一実施形態では、本エチレン共重合体はエチレン酢酸ビニル共重合体である。
別の好ましい実施形態では、本エチレン共重合体は、エチレン－アルキル（メタ）アクリ
レート共重合体からなる群から選択される。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１８】
　全ての出版物、特許出願、特許、およびそれらに言及される他の参考文献は、全体を参
照により援用される。特に明記しない限り、本明細書に用いられる全ての技術および科学
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用語は、本発明が属する当業者によって共通して理解されるものと同じ意味を有する。不
一致のケースでは、定義をはじめとする、本明細書が支配するであろう。
【００１９】
　明確に言及される場合を除き、商品名は大文字で示される。
【００２０】
　本明細書に記載されるものと類似のまたは同等の方法および材料を本発明の実施または
試験に用いることができるが、好適な方法および材料は本明細書に記載される。
【００２１】
　特に明記しない限り、全ての百分率、部、比などは重量基準である。
【００２２】
　量、濃度、または他の値もしくはパラメーターが範囲か、好ましい範囲か好ましい上限
値と好ましい下限値とのリストかのどれかとして与えられるとき、これは、範囲が別々に
開示されているかどうかにかかわらず、任意の上方の範囲限界または好ましい値と任意の
下方の範囲限界または好ましい値との任意のペアから形成される全ての範囲を具体的に開
示するとして理解されるべきである。数値の範囲が本明細書に列挙される場合、特に明記
しない限り、該範囲は、それの終点、および該範囲内の全ての整数および分数を包含する
ことを意図される。本発明の範囲が範囲を画定するときに列挙される具体的な値に限定さ
れることは意図されない。
【００２３】
　用語「約」がある値または範囲の終点を記載するのに用いられるとき、本開示は、言及
される具体的な値または終点を包含すると理解されるべきである。
【００２４】
　本明細書で用いるところでは、用語「含む」、「含んでいる」、「包含する」、「はじ
めとする」、「含有する」、「で特徴づけられる」、「有する」、「有している」または
それらの任意の他の変形は、非排他的な包含をカバーすることを意図される。例えば、要
素のリストを含むプロセス、方法、物品、または装置は、それらの要素のみに必ずしも限
定されず、明確にはリストされていない、またはかかるプロセス、方法、物品、または装
置に固有の他の要素を包含してもよい。さらに、その反対を明記されない限り、「または
」は、包含的またはを意味し、排他的またはを意味しない。例えば、条件ＡまたはＢは、
次のうちのどれか１つによって満たされる：Ａは真実であり（または存在し）、Ｂは誤り
である（または存在しない）、Ａは誤りであり（または存在せず）、Ｂは真実である（ま
たは存在する）、そしてＡおよびＢの両方とも真実である（または存在する）。
【００２５】
　「ア（ａ）」または「アン（ａｎ）」の使用は、本発明の要素および成分を記載するた
めに用いられる。これは便宜上、および本発明の一般的な意味を与えるために行われるに
過ぎない。この説明は、１つまたは少なくとも１つを包含すると読まれるべきであり、単
数形はまた、それが違ったふうに意図されることが明らかでない限り複数形を包含する。
【００２６】
　本発明を記載するおよび／または特許請求する際に、用語「共重合体」は、２種以上の
モノマーを含有するポリマーに言及するために用いられる。用語「ターポリマー」および
／または「ターモノマー」の使用は、共重合体が少なくとも３種の異なるコモノマーを有
することを意味する。
【００２７】
　ある種のポリマーを記載する際に、時々出願者がそれらを製造するために使用されたモ
ノマーまたはそれらを製造するために使用されたモノマーの量によってポリマーに言及し
ていることが理解されるべきである。かかる記載は、最終ポリマーを記載するために用い
られる具体的な命名を包含しなくてもよいか、または生成物－バイ－プロセス専門用語を
含有しなくてもよいが、モノマーおよび量への任意のかかる言及は、該ポリマーがそれら
のモノマーまたは該モノマーの当該量から製造され、そして相当するポリマーおよびそれ
らの組成物がそれらから製造されることを意味すると解釈されるべきである。
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【００２８】
　本明細書での材料、方法、および実施例は例示的であるに過ぎず、具体的に述べられる
場合を除いて、限定的であることを意図されない。
【００２９】
　本組成物は、百万重量部当たり約１５０～重量部（ｐｐｍ）の脂肪酸アミドのエチレン
共重合体とブレンドされたエチレン共重合体を含む。好ましくはそれらは、少なくとも約
１７５ｐｐｍ、より好ましくは少なくとも約２００ｐｐｍの脂肪酸アミドを含有する。好
ましくはそれらは、５００部未満、より好ましくは４９０ｐｐｍ以下、最も好ましくは約
４５０ｐｐｍ以下の脂肪酸アミドを含有する。これらの組成物は、文献に記載された一般
タイプのものであり、米国特許第４，５１０，２８１号明細書、米国特許第６，５２８，
１７４　Ｂ１号明細書、および米国特許出願公開第２００５／００６５２５０　Ａ１号明
細書などの、文献に記載された一般技法によって調製することができる。
【００３０】
　本発明で有用なエチレン共重合体は周知である。２、３の好ましい共重合体は以下に記
載される。
【００３１】
　エチレン共重合体の好ましい一クラスはエチレン酢酸ビニル共重合体である。
【００３２】
　エチレン酢酸ビニル共重合体の好ましい一クラスは、エチレンと酢酸ビニルとからの繰
り返し単位を主として含む。好ましくはエチレンの量は、共重合体の重量に基づいて、少
なくとも約４５重量パーセントである。好ましくはエチレンの量は、共重合体の重量に基
づいて、約８２重量パーセント以下である。好ましくは酢酸ビニルの量は、共重合体の重
量に基づいて、少なくとも約１８重量パーセントである。好ましくは酢酸ビニルの量は、
共重合体の重量に基づいて、約５５重量パーセント以下である。
【００３３】
　エチレン酢酸ビニル共重合体の別の好ましいクラスは、エチレン、酢酸ビニルおよび一
酸化炭素から主として製造されたターポリマーである。好ましくはエチレンの量は、共重
合体の重量に基づいて、少なくとも約４８重量パーセントである。好ましくはエチレンの
量は、共重合体の重量に基づいて、約７７重量パーセント以下である。好ましくは酢酸ビ
ニルの量は、共重合体の重量に基づいて、少なくとも約２０重量パーセントである。好ま
しくは酢酸ビニルの量は、共重合体の重量に基づいて、約４０重量パーセント以下である
。好ましくは一酸化炭素の量は、共重合体の重量に基づいて、少なくとも約３重量パーセ
ントである。好ましくは一酸化炭素の量は、共重合体の重量に基づいて、約１２重量パー
セント以下である。
【００３４】
　エチレン共重合体の別の好ましいクラスには、エチレン－アルキル（メタ）アクリレー
ト共重合体、エチレンとメチルアクリレート、エチルアクリレート、またはｎ－ブチルア
クリレートとの好ましい共重合体が包まれる。好ましくはエチレンの量は、共重合体の重
量に基づいて、少なくとも５０重量パーセントである。好ましくはエチレンの量は、共重
合体の重量に基づいて、約７５重量パーセント以下である。（メタ）アクリレートの量は
好ましくは、共重合体の重量に基づいて、少なくとも２５重量パーセント、好ましくは約
５０重量パーセント以下である。
【００３５】
　本発明で有用なエチレン共重合体には、グレード名称２１０、２２０、２５０／３１８
０、２６０／３１７５、３１８５、３１８５／１５０／ＰＶ１４００、２４０、ＰＶ１４
１０で販売されるものをはじめとする、商標エルバックスでデュポンによって販売される
もの、ならびにグレード名称１３３０ＡＣ、３１３５ＡＣおよび３４２７ＡＣで販売され
るものをはじめとする、商標エルバロイ（ＥＬＶＡＬＯＹ）で販売されるものとが包まれ
る。
【００３６】
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　本発明の組成物は脂肪酸アミドを含む。好ましい脂肪酸アミドは、オレフィン系ビスオ
レイン酸アミド、エルカ酸アミド、ステアリン酸アミド、ベヘン酸アミド、オレイン酸ア
ミド、およびそれらの混合物から選択される。
【００３７】
　脂肪酸アミドの好ましい一グループは、オレフィン系ビスオレアミドである。オレフィ
ン系ビスオレアミドは一般に、式：
　　　Ｒ－Ｃ（Ｏ）－ＮＨＣＨ2ＣＨ2ＮＨＣ（Ｏ）－Ｒ
　（式中、ＲはＣ4～Ｃ25飽和または不飽和炭化水素部分から選択される）
の化合物から選択される。最も好ましいオレフィン系ビスオレアミドは、Ｎ，Ｎ’－エチ
レンビスオレイン酸アミド、Ｎ，Ｎ’－エチレンビスエルカ酸アミド、Ｎ，Ｎ’－ジオレ
イルアジピン酸アミド、およびＮ，Ｎ’－ジエルシルアジピン酸アミドからなる群から選
択される。Ｎ，Ｎ’－エチレンビスオレイン酸アミド（最も好ましい添加剤）は、名称「
アドバワックス（Ａｄｖａｗａｘ）」２４０でローム・アンド・ハース（ペンシルバニア
州フィラデルフィア）（Ｒｏｈｍ　ａｎｄ　Ｈａａｓ（Ｐｈｉｌａｄｅｌｐｈｉａ，ＰＡ
））から、名称「ケマミド（Ｋｅｍａｍｉｄｅ）」Ｗ－２０でケムツラ（コネチカット州
ミッデルバリー）（Ｃｈｅｍｔｕｒａ（Ｍｉｄｄｅｌｂｕｒｙ，ＣＴ））から、および名
称「グリコルーベ（Ｇｌｙｃｏｌｕｂｅ）」ＶＬでロンザ（スイス国）（Ｌｏｎｚａ（Ｓ
ｗｉｔｚｅｒｌａｎｄ））から商業的に入手可能である。
【００３８】
　本発明の組成物が当該技術内で公知の添加剤と共に使用できることは理解される。それ
らには、例えば、可塑剤、加工助剤、流動促進添加剤、滑剤、顔料、染料、難燃剤、耐衝
撃性改良剤、結晶化度を高めるための核剤、シリカなどのブロッキング防止剤、熱安定剤
、ＵＶ吸収剤、ＵＶ安定剤、分散剤、界面活性剤、キレート剤、カップリング剤、接着剤
、プライマーなどが含まれ得る。例えば、典型的な着色剤には、黄変を減らすための青味
剤が含まれてもよく、着色剤はラミネートを着色するまたは太陽光をコントロールするた
めに添加されてもよい。
【００３９】
　本発明の組成物は有効量の熱安定剤を組み込んでもよい。熱安定剤は当該技術内で十分
に開示されている。いかなる公知の熱安定剤も本発明内で実用性を見いだすであろう。好
ましい一般クラスの熱安定剤には、フェノール系酸化防止剤、アルキル化モノフェノール
、アルキルチオメチルフェノール、ヒドロキノン、アルキル化ヒドロキノン、トコフェロ
ール、ヒドロキシル化チオジフェニルエーテル、アルキリデンビスフェノール、Ｏ－、Ｎ
－およびＳ－ベンジル化合物、ヒドロキシベンジル化マロネート、芳香族ヒドロキシベン
ジル化合物、トリアジン化合物、アミニック酸化防止剤、アリールアミン、ジアリールア
ミン、ポリアリールアミン、アクリルアミノフェノール、オキサミド、金属失活剤、ホス
ファイト、ホスホナイト、ベンジルホスホネート、アスコルビン酸（ビタミンＣ）、過酸
化物を破壊する化合物、ヒドロキシルアミン、ニトロン、チオ相乗剤、ベンゾフラノン、
インドリノンなど、およびそれらの混合物が含まれる。これは限定的と考えられるべきで
はない。当該技術内で公知の本質的にいかなる熱安定剤も本発明内で実用性を見いだすで
あろう。本発明の組成物は好ましくは、組成物の総重量を基準として、約０～約１０重量
パーセントの熱安定剤を組み込む。より好ましくは、本発明の組成物は、組成物の総重量
を基準として、約０～約５重量パーセントの熱安定剤を組み込む。最も好ましくは、本発
明の組成物は、組成物の総重量を基準として、約０～約１重量パーセントの熱安定剤を組
み込む。
【００４０】
　本発明の組成物は、有効量のＵＶ吸収剤を組み込んでもよい。ＵＶ吸収剤は当該技術内
で十分に開示されている。いかなる公知のＵＶ吸収剤も本発明内で実用性を見いだすであ
ろう。好ましい一般クラスのＵＶ吸収剤には、ベンゾトリアゾール、ヒドロキシベンゾフ
ェノン、ヒドロキシフェニルトリアジン、置換および非置換安息香酸のエステルなどなら
びにそれらの混合物が含まれる。これは限定的と考えられるべきではない。当該技術内で
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公知の本質的にいかなるＵＶ吸収剤も本発明内で実用性を見いだすであろう。本発明の組
成物は好ましくは、組成物の総重量を基準として、約０～約１０重量パーセントのＵＶ吸
収剤を組み込む。より好ましくは、本発明の組成物は、組成物の総重量を基準として、約
０～約５重量パーセントのＵＶ吸収剤を組み込む。最も好ましくは、本発明の組成物は、
組成物の総重量を基準として、約０～約１重量パーセントのＵＶ吸収剤を組み込む。
【００４１】
　本発明の組成物は、有効量のヒンダードアミン光安定剤（ＨＡＬＳ）を組み込んでもよ
い。ヒンダードアミン光安定剤（ＨＡＬＳ）は一般に、当該技術内で十分に開示されてい
る。一般に、ヒンダードアミン光安定剤は、アミン官能に隣接した炭素原子上への脂肪族
置換から一般に誘導される、立体障害をさらに組み込む第二級、第三級の、アセチル化さ
れた、Ｎ－ヒドロカルビルオキシ置換、ヒドロキシ置換、Ｎ－ヒドロカルビルオキシ置換
、または他の置換環式アミンであると開示される。これは限定的と考えられるべきではな
く、当該技術内で公知の本質的にいかなるヒンダードアミン光安定剤も本発明内で実用性
を見いだすかもしれない。本発明の組成物は好ましくは、組成物の総重量を基準として、
約０～約１０重量パーセントのヒンダードアミン光安定剤を組み込む。より好ましくは、
本発明の組成物は、組成物の総重量を基準として、約０～約５重量パーセントのヒンダー
ドアミン光安定剤を組み込む。最も好ましくは、本発明の組成物は、組成物の総重量を基
準として、約０～約１重量パーセントのヒンダードアミン光安定剤を組み込む。
【００４２】
　いかなる公知の可塑剤も本組成物で使用されてもよい。可塑剤の例には、例えば、フタ
ル酸ジオクチル、アジピン酸ジヘキシル、トリエチレングリコール－ジ－２－エチルブチ
レート、セバシン酸ブチル、テトラエチレングリコールヘプタノエート、トリエチレング
リコールジペラルゴナートなど、およびそれらの混合物などの、多塩基酸エステルおよび
多価アルコールエステルが挙げられる、一般に、ポリ（エチレン－コ－酢酸ビニル）樹脂
組成物内の可塑剤レベルは、全組成物の重量を基準として約５重量パーセントを超えない
。
【００４３】
　本組成物は好ましくは有機過酸化物を組み込む。好ましくは、有機過酸化物は、１０時
間の半減期にて約７０℃以上の熱分解温度を有する。
【００４４】
　好ましくは、有機過酸化物は約１００℃以上の熱分解温度を有する。適切な有機過酸化
物の選択は、シート形成温度、組成物の調製方法、硬化（結合）温度、接合されるべき物
体の耐熱性、貯蔵安定性などを考慮して、当業者によって行われてもよい。好ましい有機
過酸化物の具体的な例には、例えば、２，５－ジメチルヘキサン－２，５－ジヒドロペル
オキシド、２，５－ジメチル－２，５－（ｔ－ブチルペルオキシ）ヘキサン－３－ジ－ｔ
－ブチルペルオキシド、ｔ－ブチルクミルペルオキシド、２，５－ジメチル－２，５－ジ
（ｔ－ブチルペルオキシ）ヘキサン、ジクミルペルオキシド、α，α’－ビス（ｔ－ブチ
ルペルオキシイソプロピル）ベンゼン、ｎ－ブチル－４，４－ビス（ｔ－ブチルペルオキ
シ）バレレート、２，２－ビス（ｔ－ブチルペルオキシ）ブタン、１，１－ビス（ｔ－ブ
チルペルオキシ）シクロヘキサン、１，１－ビス（ｔ－ブチルペルオキシ）－３，３，５
－トリメチルシクロヘキサン、ｔ－ブチルペルオキシベンゾエート、ベンゾイルペルオキ
シド、ｔ－ブチルペルオキシアセテート、メチルエチルケトンペルオキシド、２，５－ジ
メチル－２，５－ビス（ｔ－ブチルペルオキシ）－３，３，５－トリメチルシクロヘキサ
ン、１－ビス（ｔ－ブチルペルオキシ）シクロヘキサン、２，５－ジメチルヘキシル－２
，５－ビスペルオキシベンゾエート、ｔ－ブチルヒドロペルオキシド、ｐ－メンタンヒド
ロペルオキシド、ｐ－クロロベンゾイルペルオキシド、ヒドロキシヘプチルペルオキシド
、クロロヘキサノンペルオキシド、オクタノイルペルオキシド、デカノイルペルオキシド
、ラウロイルペルオキシド、クミルペルオキシオクタノエート、コハク酸ペルオキシド、
アセチルペルオキシド、ｔ－ブチルペルオキシ（２－エチルヘキサノエート）、ｍ－トル
オイルペルオキシド、ｔ－ブチルペルオキシイソブチレートおよび２，４－ジクロロベン
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ゾイルペルオキシドなど、およびそれらの混合物が挙げられる。好ましくは、有機過酸化
物レベルは、ポリ（エチレン－コ－酢酸ビニル）樹脂組成物の総重量を基準として、約０
．１重量パーセント～約５重量パーセントの範囲内である。
【００４５】
　あるいはまた、本組成物は光によって硬化させられてもよい。この場合には、有機過酸
化物は、光開始剤または光増感剤と置き換えられてもよい。好ましくは、光開始剤のレベ
ルは、ポリ（エチレン－コ－酢酸ビニル）樹脂組成物の総重量を基準として、約０．１重
量パーセント～約５重量パーセントの範囲内である。好ましい光開始剤の具体的な例には
、例えば、ベンゾイン、ベンゾフェノン、ベンゾイルメチルエーテル、ベンゾインエチル
エーテル、ベンゾインイソプロピルエーテル、ベンゾインイソブチルエーテル、ジベンジ
ル、５－ニトロアセナフテン、ヘキサクロロシクロベンタジエン、ｐ－ニトロジフェニル
、ｐ－ニトロアニリン、２，４，６－トリニトロアニリン、１，２－ベンゾアントラキノ
ン、３－メチル－１，３－ジアザ－１，９－ベンズアントロンなど、およびそれらの混合
物が挙げられる。
【００４６】
　本組成物はまた、接着強度を高めるためにシランカップリング剤を組み込んでもよい。
好ましいシランカップリング剤の具体的な例には、例えば、γ－クロロプロピルメトキシ
シラン、ビニルトリエトキシシラン、ビニルトリス（β－メトキシエトキシ）シラン、γ
－メタクリルオキシプロピルメトキシシラン、ビニルトリアセトキシシラン、γ－グリシ
ドキシプロピルトリメトキシシラン、γ－グリシドキシプロピルトリエトキシシラン、β
－（３，４－エポキシシクロヘキシル）エチルトリメトキシシラン、ビニルトリクロロシ
ラン、γ－メルカプトプロピルメトキシシラン、γ－アミノプロピルトリエトキシシラン
、Ｎ－β－（アミノエチル）－γ－アミノプロピルトリメトキシシランなど、およびそれ
らの混合物が挙げられてもよい。これらのシランカップリング剤物質は好ましくは、組成
物の総重量を基準として、約５重量パーセント以下のレベルで使用される。これらのシラ
ンカップリング剤物質はより好ましくは、ポリ（エチレン－コ－酢酸ビニル）樹脂組成物
の総重量を基準として、約０．００１重量パーセント～約５重量パーセント、より好まし
くは約０．１重量パーセント～約１重量パーセントの範囲内のレベルで使用される。
【００４７】
　本発明の組成物は任意の従来技法によって調製することができる。例えば、それらは、
米国特許第４，５１０，２８１号明細書、米国特許第６，５２８，１７４　Ｂ１号明細書
、および米国特許出願公開第２００５／００６５２５０　Ａ１号明細書などの文献に記載
されている一般技法によって調製することができる。米国特許第６，５２８，１７４　Ｂ
１号明細書に従って、脂肪酸アミドは、その溶融温度より下で乾燥粉末として、または同
じもしくは任意の相溶性ポリマー中のコンセントレートとして、溶融体状態のエチレン共
重合体に加えることができる。脂肪酸アミドはエチレン共重合体と十分にブレンドされる
。別の好ましい実施形態では、エチレン共重合体と、組成物に基づいて、約５～１５重量
パーセント（好ましくは約１０重量％）の脂肪酸アミドをエチレン共重合体中に含むマス
ターバッチとは別々に準備され、溶融体として一緒に加えられる。
【００４８】
　本組成物は好ましくは、脂肪酸アミドなしで調製された同じ組成物より１０％未満高い
ヘイズ値を有する。
【００４９】
　本発明の組成物は好ましくは、以下に記載される測定技法を用いて約２０以下のヘイズ
値を有する。ヘイズ値はできる限り低いものであるべきであり、薄膜では０ほどに低いも
のであることができる。より厚いフィルムでヘイズ値は典型的には約５～２０、好ましく
は約１５以下であろう。
【００５０】
　本組成物は好ましくは少なくとも約２５℃の粘着温度を有する。約５０℃以上の粘着温
度は、本発明の組成物の幾つかを使用して達成することができる。
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【００５１】
　電子部品はしばしば保護のために封入され、本発明の組成物は、多くの技法を用いてそ
れらを封入するために使用することができる。
【００５２】
　本発明の太陽電池モジュール（ソーラーパネルまたはモジュールとしても知られる）は
、本発明の組成物で封入された太陽光電池（すなわち、半導体）を含む。本モジュールは
好ましくは水密性である。
【００５３】
　本発明の好ましいモジュールの主要構成要素は、透明なグレイジングまたは入射層、好
ましくはガラスと、封入剤と、シリコンウェーハおよび関連配線と、保護バックシートま
たはバッキングとである。他の構成要素を含めることができる。
【００５４】
　代わりの実施形態では、本発明は薄膜表面層を含有する可撓性モジュールに関する。そ
れらは、フルオロポリマーフィルム、例えば、テドラー（登録商標）およびテフゼル（登
録商標）フィルム（デュポン）、または二軸延伸ポリエステル（例えば、ポリ（エチレン
テレフタレート））フィルム（好ましくはフルオロポリマーもしくはポリエステルフィル
ムを含む）などの、薄い透明ポリマーフィルムと、架橋エチレン共重合体封入剤と、シリ
コンウェーハおよび関連配線と、可撓性保護バックシートとを含む。他の構成要素を含め
ることができる。
【００５５】
　好ましい一実施形態では、太陽電池モジュールは、シートもしくはフィルムの形態で提
供される封入剤から構成される。１つ以上、好ましくは２つもしくは３つのかかるシート
またはフィルムを使用することができる。本実施形態の好ましいバージョンによれば、次
の部品が最上部、または入射層（すなわち、入射光によって最初に接触される層）から出
発してバッキング（入射層から最も遠くに離れた層）に続く：（１）入射層／（２）封入
剤層／（３）電圧発生層／（４）第２封入剤層／（５）バッキング。入射層、封入剤、電
池の「ストリング」、封入剤からなる上記構造は、封入剤を電池の周りに流れさせ、そし
て入射層、電池およびバッキング層に接合させるために加熱され、必要ならば封入剤の架
橋を達成するためにさらに加熱される。好ましくは生じた「ラミネート」は次に、好まし
くは銅リボンを用いて、エッジおよびエンド周りをシールされ、硬質異形材（典型的には
押出アルミニウム）を用いて骨組みを作られる。電気接続がモジュールを完成するために
追加される。
【００５６】
　封入（封入剤）層は、脆い結晶シリコン電池を封入し、保護するようにデザインされる
。好ましい実施形態では、封入剤層は、電圧発生層の周りにサンドイッチされた２つのポ
リマー層を含む。２つの封入剤層は、同じ材料または異なる別個の材料であることができ
る。しかしながら、少なくとも第１封入剤層の光学的特性は、光を電圧発生層へ効果的に
透過することができるようなものでなければならない。従って、第１層は好ましくは本発
明の組成物である。加えて、任意の他の封入層も好ましくは本発明の組成物である。
【００５７】
　入射層の機能は、日光を電池モジュール中へ入れるであろう透明な保護窓を提供するこ
とである。入射層は典型的には、ガラス板または、ポリカーボネート、ポリメチルメタク
リレート、ポリエチレンテレフタレート、もしくはフルオロポリマー（例えば、エチレン
－テトラフルオロエチレン（例えばテフゼル、ＥＴＦＥ（デュポン）、またはテドラー（
登録商標）（デュポン））などの、透明な有機ポリマーである。それは、日光を通し、そ
して意図される環境向けの好適な透明性および物理的特性を提供する任意の材料であるこ
とができる。ガラスが多くの用途に好適である。
【００５８】
　多くのタイプの太陽光電池（すなわち、半導体）を本発明の組成物で封入することがで
きる。それらには、（１）単結晶シリコン太陽電池、（２）多結晶シリコン太陽電池、（
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３）非晶質シリコンベース太陽電池、（４）セレン化銅インジウム太陽電池、（５）化合
物半導体太陽電池、および（６）色素増感太陽電池と呼ばれるものなどの、光を電気エネ
ルギーに変換することができる任意の物品が含まれる。結晶シリコン電池のケースでは、
電圧発生層は典型的には結晶シリコン電池の「ストリング」である。「ストリング」は、
１電地の陽極が導体、一般にはんだ付けで電池に取り付けられた銅リボンによって電気的
におよび機械的に次の電池の陰極に接続されている、直列に接続された電池のセットから
なる。電池は一般に、陰極および陽極を反対面上に配置されるが、幾つかのデザインは、
陽極および陰極を両方とも太陽の反対側に置かれる（「裏面接触電池」）。電極の両セッ
トを同じ面上に有すると、電気接続が簡単になる。
【００５９】
　太陽電池バッキングは、太陽電池モジュールを環境の有害な影響から保護する機能を果
たす。太陽電池バッキングに関する要件は、（１）良好な耐候性（すなわち、気候の影響
への耐性）、（２）高い絶縁耐力、（３）低い水蒸気透過率（ＭＶＴＲ）、および（４）
機械的強度である。バッキング層はまた、層間剥離を防ぐために、第２封入剤層への良好
な接着性を持たなければならない。
【００６０】
　必要ならば、フィルムおよびシートの一面もしくは両面が、他のラミネート層への接着
性を高めるために処理されてもよい。この処理は、接着剤、シランなどのプライマー、米
国特許第２，６３２，９２１号明細書、同第２，６４８，０９７号明細書、同第２，６８
３，８９４号明細書および同第２，７０４，３８２号明細書内に開示されているなどの、
火炎処理、米国特許第４，７３２，８１４号明細書内に開示されているなどの、プラズマ
処理、電子ビーム処理、酸化処理、コロナ放電処理、化学処理、クロム酸処理、熱風処理
、オゾン処理、紫外線処理、サンドブラスト処理、溶剤処理など、およびそれらの組み合
わせをはじめとする、当該技術内で公知のいかなる形態を取ってもよい。例えば、カーボ
ンの薄層が、米国特許第４，８６５，７１１号明細書に開示されているような真空スパッ
タリングによってポリマーフィルムの一面もしくは両面上に蒸着されてもよい。例えば、
米国特許第５，４１５，９４２号明細書は、ポリ（エチレンテレフタレート）フィルム用
の接着促進プライマーとして役立つかもしれないヒドロキシ－アクリル・ヒドロゾルプラ
イマーコーティングを開示している。
【００６１】
　太陽電池ラミネートの層のどれも（例えば、ガラスなどの）が、必要ならば、ラミネー
ト層間の接合強度を高めるために接着剤もしくはプライマーの層を有してもよい。接着層
は好ましくはコーティングの形態を取る。接着剤／プライマーコーティングは、厚さが約
１ミル未満である。好ましくは、接着剤／プライマーコーティングは、厚さが約０．５ミ
ル未満である。より好ましくは、接着剤／プライマーコーティングは、厚さが約０．１ミ
ル未満である。接着剤は、当該技術内で公知の任意の接着剤もしくはプライマーであって
もよい。好ましくは、接着剤もしくはプライマーは、アミン官能を組み込むシランである
。かかる物質の具体的な例には、例えば、γ－アミノプロピルトリエトキシシラン、Ｎ－
β－（アミノエチル）－γ－アミノプロピル－トリメトキシシランなど、およびそれらの
混合物が挙げられる。かかる物質の市販例には、例えば、Ａ－１１００（登録商標）シラ
ン（γ－アミノプロピルトリメトキシシランであると考えられる、シルクエスト・カンパ
ニー（Ｓｉｌｑｕｅｓｔ　Ｃｏｍｐａｎｙ）製、以前はユニオン・カーバイド・カンパニ
ー（Ｕｎｉｏｎ　Ｃａｒｂｉｄｅ　Ｃｏｍｐａｎｙ）製）およびＺ６０２０（登録商標）
シラン（ダウ・カンパニー（Ｄｏｗ　Ｃｏｍｐａｎｙ）製）が挙げられる。
【００６２】
　接着剤は、溶融プロセスによってまたは溶液、エマルジョン、分散系などの塗装プロセ
スによって塗布されてもよい。当業者は、コーティング形成のために用いられる組成物お
よびプロセスに基づいて、適切なプロセスパラメーターを特定することができるであろう
。当該技術での任意の方法によってコーティングを製造するための上記プロセス条件およ
びパラメーターは、任意の所与の組成物および所望の塗布について当業者によって容易に
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決定される。例えば、接着剤もしくはプライマー組成物は、表面上へキャストする、吹き
付ける、エアナイフで塗る、刷毛塗りする、ローラーで付ける、注ぐまたはプリントする
ことなどができる。一般に接着剤もしくはプライマーは、表面一面への一様な被覆率を与
えるために塗布前に液体媒体中へ希釈される。液体媒体は、接着剤もしくはプライマーが
溶液を形成するための溶剤としての機能を果たすかもしれないし、または接着剤もしくは
プライマーが分散系もしくはエマルジョンを形成するための非溶剤としての機能を果たす
かもしれない。接着コーティングはまた、溶融した噴霧接着剤もしくはプライマー組成物
を表面上へ吹き付けることによって塗布されてもよい。かかるプロセスは、例えば、米国
特許第５，０７８，３１３号明細書、同第５，２８１，４４６号明細書、および同第５，
４５６，７５４号明細書にワックスコーティングについて当該技術内で開示されている。
【００６３】
　ガラス積層製品は、安全性を高めるために、輸送機関または車両用途（例えば自動車、
飛行機、列車、ボートなどで、窓、ウィンドシールド、横窓、ライトなどとして）、建築
用途（窓、階段、天井、壁、天窓、棚、ディスプレイキャビネット、間仕切りなどをはじ
めとする、ビルディングおよび他の構造物）などに使用される。典型的にはガラス積層製
品は、強度、接着性、または他の特性をラミネートに与える他の層を形成するフィルムも
しくはシートに積層されたガラスまたは他の透明硬質材料の少なくとも１つのシートを含
有する。本発明は、百万重量部当たり約１５０～約１，０００重量部の脂肪酸アミドのエ
チレン共重合体とブレンドされたエチレン共重合体を含む組成物のシートもしくはフィル
ムのかかるラミネートでの層としての使用に関する。
【００６４】
　硬質シートは、ガラスまたは、例えば、ポリカーボネート、アクリル、ポリアクリレー
ト、エチレン・ノルボルネンポリマーなどの環状ポリオレフィン、メタロセン触媒ポリス
チレンなど、およびそれらの組み合わせなどの、硬質透明プラスチックシートであっても
よい。金属またはセラミック板は、硬質ポリマーシートまたはガラスと置き換えられても
よい。用語「ガラス」は、窓ガラス、板ガラス、ケイ酸塩ガラス、シートガラス、および
フロートガラスを包含するのみならず、色ガラス、例えばソーラーヒーティングを制御す
るための原料を包含する特殊ガラス、例えば、日照調整目的のための、銀または酸化イン
ジウムスズなどのスパッタード金属での被覆ガラス、Ｅガラス、トロガラス（Ｔｏｒｏｇ
ｌａｓｓ）、ソレックス（Ｓｏｌｅｘ）（登録商標）ガラスなども包含することを意図さ
れる。かかる特殊ガラスは、例えば、米国特許第４，６１５，９８９号明細書、同第５，
１７３，２１２号明細書、同第５，２６４，２８６号明細書、同第６，１５０，０２８号
明細書、同第６，３４０，６４６号明細書、同第６，４６１，７３６号明細書、および同
第６，４６８，９３４号明細書に開示されている。ある特定のラミネートのために選択さ
れるべきガラスのタイプは、意図される用途に依存する。
【００６５】
　このように、一実施形態では本発明は、
　（ａ）ガラスまたは他の透明硬質材料、好ましくはガラスのシート、
　（ｂ）ラミネートにおける層としての百万重量部当たり約１５０～５００重量部未満の
脂肪酸アミドのエチレン共重合体とブレンドされたエチレン共重合体を含む組成物の層
を含むラミネートに関する。
【００６６】
　上記の実施形態は、勿論、かかるラミネートで有用な他の層だけでなく、ガラスまたは
本組成物の追加の層を含有することができる。
【００６７】
　ガラスまたは他の透明硬質材料のシートは、本組成物のレイに直接または間接積層する
（すなわち、接着する）することができる。好ましい実施形態では、それらは互いに接着
させられる。別の好ましい実施形態では、それらは、米国特許出願公開第２００５－０１
２９９５４　Ａ１号明細書に記載されているなどの、ポリアリルアミンコーティングでコ
ートされた（好ましくは両面上にコートされた）ポリエステルフィルム（好ましくはポリ
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エチレンテレフタレート）の層によって互いに接着させられる。
【００６８】
　ガラス・ラミネートは好ましくは、ラミネートの一または両外面上にガラスまたは硬質
層を含有する。幾つかのガラス・ラミネートは、外層上に通常ガラス付きの外層の１つ上
にポリシロキサン耐摩耗性コーティングなどの、ハードコートを含む。これらのハードコ
ートは、本発明の組成物、他の中間層に、または米国特許出願公開第２００５－０１２９
９５４　Ａ１号明細書に記載されているなどの、ポリアリルアミンコーティングでコート
された（好ましくは両面上にコートされた）ポリエステルフィルムなどの特別層を通して
接着させることができる。
【００６９】
　使用することができる他の典型的なポリマー中間層は、ポリビニルアセタール（好まし
くはポリビニルブチラール）、アイオノプラスト樹脂、ポリウレタン、ポリ塩化ビニル、
エチレン共重合体（本発明のもの以外（例えば、エチレン・ビニルアセタール））、およ
びエチレン酸共重合体からなる群から選択されたポリマーを含むポリマー層である。（例
えば、米国特許出願公開第２００５－０１２９９５４　Ａ１号明細書を参照されたい。）
これらの中間層は、接着添加物、過酸化物添加物、ＵＶまたは熱安定剤パッケージなどの
ような添加剤を含有することができる。
【００７０】
　本発明のラミネートは、追加のポリマーフィルムを組み込んでもよい。好ましくは、ポ
リマーフィルムは透明である。好ましいポリマーフィルム材料には、ポリエステル（好ま
しくはポリ（エチレンテレフタレート））、ポリカーボネート、ポリプロピレン、ポリエ
チレン、ポリプロピレン、環状ポリオレフィン、ノルボルネンポリマー、ポリスチレン、
シンジオタクチックポリスチレン、スチレン－アクリレート共重合体、アクリロニトリル
－スチレン共重合体、ポリ（エチレンナフタレート）、ポリエーテルスルホン、ポリスル
ホン、ナイロン、ポリ（ウレタン）、アクリル、酢酸セルロース、三酢酸セルロース、セ
ロファン、塩化ビニルポリマー、ポリフッ化ビニル、ポリフッ化ビニリデンなどが含まれ
る。最も好ましくは、ポリマーフィルムは、二軸延伸ポリエステル、さらにより好ましく
は二軸延伸ポリ（エチレンテレフタレート）フィルムである。
【００７１】
　ポリマーフィルムの厚さは決定的に重要であるわけではなく、特定の用途に依存して変
わってもよい。一般に、ポリマーフィルムの厚さは約０．１ミル（０．００３ｍｍ）～約
１０ミル（０．２６ｍｍ）の範囲であろう。自動車風防向けには、ポリマーフィルム厚さ
は好ましくは約１ミル（０．０２５ｍｍ）～約４ミル（０．１ｍｍ）の範囲内であっても
よい。
【００７２】
　ガラス・ラミネートの典型的な配置は次の通りである：
　ガラス／ＣＯＭＰ／ガラス
　ガラス／ＣＯＭＰ／ＨＣ
　ガラス／ＣＯＭＰ／ＡＤＤ／ＨＣ
　ガラス／ＣＯＭＰ／ＩＮＴＬ（ＣＯＭＰではない）／ガラス
　ガラス／ＣＯＭＰ／ＩＮＴＬ（ＣＯＭＰではない）／ＨＣ
　ガラス／ＩＮＴＬ（ＣＯＭＰではない）／ＣＯＭＰ／ＨＣ
　ガラス／ＣＯＭＰ／ＩＮＴＬ（ＣＯＭＰではない）／ＡＤＤ／ＨＣ
　ガラス／ＩＮＴＬ（ＣＯＭＰではない）／ＣＯＭＰ／ＡＤＤ／ＨＣ
　ガラス／ＣＯＭＰ／ＡＤＤ／ＩＮＴＬ／ＨＣ
　ガラス／ＩＮＴＬ／ＡＤＤ／ＣＯＭＰ／ＡＤＤ／ＨＣ
　ガラス／ＣＯＭＰ／ＡＤＤ／ＩＮＴＬ／ＡＤＤ／ＨＣ
　ガラス／ＩＮＴＬ／ＡＤＤ／ＣＯＭＰ／ＡＤＤ／ＨＣ
　ガラス／ＣＯＭＰ／ＡＤＤ／ＩＮＴＬ／ＡＤＤ／ＩＮＴＬ／ガラス
　ガラス／ＣＯＭＰ／ＡＤＤ／ＩＮＴＬ／ＡＤＤ／ＩＮＴＬ／ＨＣ
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　ガラス／ＣＯＭＰ／ＡＤＤ／ＩＮＴＬ／ＡＤＤ／ＡＤＤ／ＩＮＴＬ／ガラス
　ガラス／ＣＯＭＰ／ＡＤＤ／ＩＮＴＬ／ＡＤＤ／ＩＮＴＬ／ＨＣ
　ガラス／ＣＯＭＰ／ＡＤＤ／ＩＮＴＬ／ＡＤＤ／ＡＤＤ／ＩＮＴＬ／ＨＣ
　ガラス／ＩＮＴＬ／ＡＤＤ／ＩＮＴＬ／ＡＤＤ／ＣＯＭＰ／ＨＣ
　ガラス／ＩＮＴＬ／ＡＤＤ／ＩＮＴＬ／ＡＤＤ／ＣＯＭＰ／ＡＤＤ／ＨＣ
　その他
　ここで、
　ＣＯＭＰ＝かかるラミネートにおける層としての百万重量部当たり約１５０～５００重
量部未満の脂肪酸アミドのエチレン共重合体とブレンドされたエチレン共重合体を含む組
成物の層、
　ＩＮＴＬ＝ポリビニルアセタール（好ましくはポリビニルブチラール）、アイオノプラ
スト樹脂、ポリウレタン、ポリ塩化ビニル、エチレン共重合体（本発明のもの以外（例え
ば、エチレン酢酸ビニル））、およびエチレン酸共重合体からなる群から選択されたポリ
マーを含む層、またはＣＯＭＰの第２層。好ましくはこの層がＣＯＭＰではないとき、そ
れはポリビニルブチラールまたはアイオノプラスト樹脂の層である。
　ガラス＝ガラスまたはこのタイプのラミネートでガラスの代わりに使用される硬質材料
、そして好ましくはガラスである。
　ＡＤＤ＝米国特許出願公開第２００５－０１２９９５４　Ａ１号明細書に記載されてい
るなどの、ポリアリルアミンコーティングでコートされた（好ましくは両面上をコートさ
れた）ポリエステルフィルム（好ましくはポリエチレンテレフタレート）または類似の層
、
　ＨＣ＝上記のようなハードコート
　その他＝ガラス／ＡＤＤ／ＩＮＴＬ／ＡＤＤ／ＣＯＭＰ／ＡＤＤ／ＡＤＤ／ＩＮＴＬ／
ＨＣなど、ＣＯＭＰおよびＩＮＴＬが交換されている、上記の多層ラミネートに関する他
の変形。
【００７３】
　プロセスまたは積層条件は周知であり、使用される具体的な材料、サイズなどに依存す
るであろう。
【００７４】
　下記は、オートクレーブ法による本発明のガラス／ＣＯＭＰシート／ガラス・ラミネー
トの製造についての具体的な例を記載する。ラミネートは、当該技術内で公知の従来のオ
ートクレーブ法によって形成されてもよい。典型的な方法では、ガラスシート、ＣＯＭＰ
シートからなる中間層および第２ガラスシートは、空気を除去するために、熱および圧力
および真空（例えば、約２７～２８インチ（６８９～７１１ｍｍ）Ｈｇの範囲での）下に
一緒に積層される。好ましくは、ガラスシートは洗浄され、乾燥させられた。典型的なガ
ラスタイプは、厚さが９０ミルの焼きなましフラットガラスである。典型的な手順では、
本発明の中間層は２つのガラス板の間に置かれてガラス／中間層／ガラス・アセンブリを
形成し、該アセンブリを、真空を持続することができるバッグ（「真空バッグ」）中へ入
れ、真空ラインまたはバッグを真空に引く他の手段を用いて空気をバッグから抜き出し、
真空を維持しながらバッグをシールし、シールされたバッグをオートクレーブ中に約１３
０℃～約１８０℃の温度で、約２００ｐｓｉ（１５バール）の圧力で約１０～約５０分間
入れる。好ましくはバッグは、約１２０℃～約１６０℃の温度で２０分～約４５分間オー
トクレーブ処理される。より好ましくはバッグは、約１３５℃～約１６０℃の温度で２０
分～約４０分間オートクレーブ処理される。最も好ましくはバッグは、約１４５℃～約１
５５℃の温度で２５分～約３５分間オートクレーブ処理される。真空リングが真空バッグ
と置き換えられてもよい。真空バッグの一タイプは米国特許第３，３１１，５１７号明細
書内に開示されている。
【００７５】
　あるいはまた、他の方法が本発明のラミネートを製造するために用いられてもよい。ガ
ラス／中間層／ガラス・アセンブリ内にトラップされたいかなる空気もニップロール法に
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よって除去されてもよい。例えば、ガラス／中間層／ガラス・アセンブリは、オーブン中
約８０～約１２０℃、好ましくは約９０～約１００℃で約３０分間加熱されてもよい。そ
の後、加熱されたガラス／中間層／ガラス・アセンブリは、ガラスと中間層との間のボイ
ドスペース中の空気が絞り出され、そしてアセンブリのエッジがシールされるようにニッ
プロールのセットに通される。この段階でのアセンブリはプレ－プレスと言われる。
【００７６】
　プレ－プレス・アセンブリは次に空気オートクレーブ中に入れられてもよく、そこで温
度は約１２０℃～約１６０℃、好ましくは約１３５℃～約１６０℃に、そして圧力は約１
００ｐｓｉｇ～約３００ｐｓｉｇ、好ましくは約２００ｐｓｉｇ（１４．３バール）に上
げられる。これらの条件は約１５分～約１時間、好ましくは約２０分～約５０分間維持さ
れ、その後、空気は、それ以上の空気をオートクレーブに全く加えられずに冷却される。
約２０分の冷却後に、過剰の空気圧はガス抜きされ、ラミネートはオートクレーブから取
り出される。これは限定的と考えられるべきではない。当該技術内で公知の本質的にいか
なる積層法も本発明の中間層で用いられてもよい。
【００７７】
　上記のように、本発明のラミネートには、場合により、他の硬質シート、他のポリマー
シート、他のポリマーフィルムなどの、追加の層が含まれてもよい。
【００７８】
　本発明のラミネートはまた非オートクレーブ法によって製造されてもよい。かかる非オ
ートクレーブ法は、例えば、米国特許第３，２３４，０６２号明細書、同第３，８５２，
１３６号明細書、同第４，３４１，５７６号明細書、同第４，３８５，９５１号明細書、
同第４，３９８，９７９号明細書、同第５，５３６，３４７号明細書、同第５，８５３，
５１６号明細書、同第６，３４２，１１６号明細書、同第５，４１５，９０９号明細書、
米国特許出願公開第２００４／０１８２４９３号明細書、欧州特許第１　２３５　６８３
　Ｂ１号明細書、国際公開第９１／０１８８０号パンフレットおよび同第０３／０５７４
７８　Ａ１号パンフレット内に開示されている。一般に、非オートクレーブ法には、プレ
－プレス・アセンブリの加熱および真空、圧力または両方の適用が含まれる。例えば、プ
レ－プレスは、加熱オーブンおよびニップロールに引き続いて通されてもよい。
【実施例】
【００７９】
粘着温度
　以下に引用される実施例で粘着温度は、ポリマーペレットが全て、固定条件下でのホー
ルドアップ後１分未満で試験装置から空になる最高温度と定義される。試験手順は米国特
許第４，５１０，２８１号明細書に記載されている。
【００８０】
　所与の共重合体の粘着温度はある程度、ペレットのサイズおよび形状に依存するであろ
う。より小さい非球形のペレットは、より大きい球形のペレットより容易にブロック化す
る。それ故、各粘着温度測定について対照実験を行うことが重要である。以下の実施例で
使用されるペレットは全て、１００ペレット当たり１．８～３．２ｇの重さがあり、おお
よそ球形であった。加えて、粘着温度は、例えば、特定のペレット化技法および装置なら
びにその後のハンドリングなどの、他の因子による影響を受ける。こうして、所与のポリ
マーの市販ペレットの粘着温度は通常、同じポリマーの実験室製造ペレットのそれより高
いだろう。
【００８１】
ヘイズ
　ヘイズは、次の手順を用いて測定する：
　（ａ）試験されるべきポリマーの０．１２５インチ（３．１７５ｍｍ）厚さサンプルを
以下の方法によって調製する。（このサンプルは、モジュールでの使用前のポリマーであ
ることができるか、またはポリマーをモジュールから得ることによって入手することがで
きる。）
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　（ｂ）ポリマー（任意の形態であることができるが、典型的にはペレットまたはフィル
ム形態にある）を、１９０℃の温度に維持される加熱された水圧プレス中に含有される所
望の厚さの金型へ入れる。高溶融ポリマー（すなわち、テフロン（登録商標）（Ｔｅｆｌ
ｏｎ）フィルムなどの、１９０℃より高い温度で溶融する）のシートを、金型中のペレッ
トを封入するために金型の両面上に置く。
　（ｃ）水圧プレスに「最小」圧力をかける。ここで、「最小」は、溶融させられるべき
ポリマー／ペレットの表面を接触させ、５分間維持することを意味する。
　（ｄ）水圧プレス上の圧力を１０，０００ｐｓｉに上げ、３分間維持する。
　（ｅ）水圧プレス上の圧力を２０，０００ｐｓｉに上げ、１分間維持する。
　（ｆ）プレスへの熱供給を止め、冷却水をプレス中に循環させることを開始する。
　（ｇ）ポリマーを、それが３５℃より下の温度にあるまで冷却する。
　（ｈ）サンプルは次に、ＡＳＴＭ（米国材料試験協会）Ｄ－１００３の規定によって温
度および相対湿度の制御条件下に老化させられるべきである。サンプルの表面は適度に平
滑であり、かつ、ヘイズを測定するために用いられる光ビームが通過する進路中にデブリ
または指紋を含まないべきである。
　（ｉ）ヘイズを次にＡＳＴＭ　Ｄ－１００３の方法によって測定することができる。
【００８２】
ペレット
　実施例で使用するペレットは全て、添加剤を含まない市販のポリマーペレットを再ペレ
ット化することによって実験室で製造した。
【００８３】
　表１は、３２％ＶＡ／４３ＭＩ共重合体についての異なるセットの結果を含有する。こ
のケースでは、結果は、５００ｐｐｍ以下のＥＢＯレベルでのＮ、Ｎ－エチレンビス－オ
レイン酸アミド（ＥＢＯ）のレベルで得られた。アミドの濃度が増加するにつれて粘着温
度の小さい上昇が見られ、ハンドリングの改善がアミドをポリマーブレンドに加えるとほ
とんど直ちに見られることを示唆する。さらに、対照と５００ｐｐｍのＥＢＯ状態との間
の粘着温度の差は非常に小さいので、定性的流動性の測定を粘着温度測定の代替として構
築した。定性的流動性は、移動中に流れるペレットの傾向を観察しながら、ペレットを１
容器から他の容器にゆっくり注ぐことによって測定した。低い流動性数では、ペレットは
しばしば互いに「のろのろ進む」ように見え、非一様に流れる傾向があり、そして時々、
それらが注がれるときに互いに付着するようにさえ見える。高い流動性数では、流れへの
抵抗はほとんど見られず、ペレットは、途切れることなくそして一様に１容器から他の容
器へ着実に流れる。定性的流動性はまた、アミド含有率の関数として着実な増加を示す。
表１で、０の流動性は、ペレットが一緒に粘着することを意味し、５は、それらが自由に
流れることを意味する。流動性の著しい増加は２００ｐｐｍレベルで見られる。
【００８４】
　加えて、表１は、０～３，０００ｐｐｍのＥＢＯのレベルについて３．１７５ｍｍ厚さ
（０．１２５インチ厚さ）であるプラークに関し上記のヘイズ測定技法を用いて得られた
ヘイズデータを示す。データは、５００ｐｐｍまでヘイズへのＥＢＯの影響の予期されな
い欠如を示す。
【００８５】
　　　　　　　　　　　　　　　　　表１



(16) JP 5253373 B2 2013.7.31

10

20

30

40

50

【００８６】
　本発明によって製造したペレットは、改善されたハンドリングのために十分なブロック
改善を与えながら、ヘイズの影響を受けやすい用途に使用することができる。
【００８７】
　本発明の実施形態の前述の開示は、例示および説明の目的のために提示されてきた。包
括的であること、または開示された正確な形態に本発明を限定することは意図されない。
本明細書に記載された実施形態の多くの変形および修正は、上記の開示に照らして当業者
に明らかであろう。
　次に、本発明の好ましい態様を示す。
1.　百万重量部当たり約１５０～約１，０００重量部（ｐｐｍ）の脂肪酸アミドのエチレ
ン共重合体とブレンドされた架橋エチレン共重合体を含む組成物で封入された電子部品を
含む電子デバイス。
2.　太陽光電池モジュールであって、前記電子部品が光電池を含み、前記組成物が透明な
組成物である上記１に記載の電子デバイス。
3.　前記太陽光電池モジュールが、ガラスグレイジングと、前記組成物で封入されたシリ
コンウェーハおよび関連配線と、保護バックシートとを含む上記２に記載の電子デバイス
。
4.　前記太陽光電池モジュールが、薄い透明ポリマーフィルムと、可撓性保護バックシー
トとして、前記組成物で封入された光電池および関連配線とを含む上記２に記載の電子デ
バイス。
5.　透明カバー層、透明層の反対側上のバックシート、前記透明カバー層と前記バックシ
ートとの間に配置され、かつそれぞれ前記組成物を含む第１および第２シート、ならびに
前記第１支持シートと第２支持シートとの間に配置された電気的に相互接続された光電池
のアレイを含むラミネートから製造された上記２に記載の電子デバイス。
6.　百万重量部当たり約１５０～５００重量部（ｐｐｍ）未満の脂肪酸アミドのエチレン
共重合体とブレンドされたエチレン共重合体を含む組成物。
7.　透明ガラスまたは他の硬質透明材料の少なくとも１つの層と、百万重量部当たり約１
５０～１，０００重量部の脂肪酸アミドのエチレン共重合体とブレンドされたエチレン共
重合体を含む透明な組成物の少なくとも１つの層とを含む透明ラミネート。
8.　前記組成物が５００ｐｐｍ未満の脂肪酸アミドを含有する上記１～７のいずれか一項
に記載の電子デバイス、組成物または透明ラミネート。
9.　前記組成物が約４５０ｐｐｍ以下の脂肪酸アミドを含有する上記８に記載の電子デバ
イス、組成物または透明ラミネート。
10.　前記組成物が少なくとも約２００ｐｐｍの脂肪酸アミドを含有する上記１～８のい
ずれか一項に記載の電子デバイス、組成物または透明ラミネート。
11.　前記脂肪酸アミドがオレフィン系ビスオレイン酸アミド、エルカ酸アミド、ステア
リン酸アミド、ベヘン酸アミド、オレイン酸アミド、およびそれらの混合物からなる群か
ら選択される上記１～１０のいずれか一項に記載の電子デバイス、組成物または透明ラミ
ネート。
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12.　前記脂肪酸アミドがオレフィン系ビスオレイン酸アミドおよびそれらの混合物から
なる群から選択される上記１１に記載の電子デバイス、組成物または透明ラミネート。
13.　前記脂肪酸アミドがＮ，Ｎ’－エチレンビスオレイン酸アミド、Ｎ，Ｎ’－エチレ
ンビスエルカ酸アミド、Ｎ，Ｎ’－ジオレイルアジピン酸アミド、Ｎ，Ｎ’－ジエルシル
アジピン酸アミド、およびそれらの混合物からなる群から選択される上記１１に記載の電
子デバイス、組成物または透明ラミネート。
14.　前記組成物が約２０以下のヘイズ値を有する上記１～１３のいずれか一項に記載の
電子デバイス、組成物または透明ラミネート。
15.　前記組成物が少なくとも約２５℃の粘着温度を有する上記１～１３のいずれか一項
に記載の電子デバイス、組成物または透明ラミネート。
16.　前記エチレン共重合体がエチレン酢酸ビニル共重合体である上記１～１５のいずれ
か一項に記載の電子デバイス、組成物または透明ラミネート。
17.　前記エチレン共重合体がエチレン－アルキル（メタ）アクリレート共重合体からな
る群から選択される上記１～１５のいずれか一項に記載の電子デバイス、組成物または透
明ラミネート。
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